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１．概要（Summary） 
 シリカと炭素からなるナノ複合体を原料とし、遷移

金属を含む触媒を存在させて、その存在箇所に SiC を

生成させることを目的とした研究を進めている。 
 SiC が生成してどのように存在するか、及び触媒が

どのように存在するかを把握することが、本研究にお

ける重要な評価手段である。 
 
２．実験（Experimental） 
 SiC の生成は、環状加熱炉を用いてナノ複合体を

1300～1500℃に加熱して行い、SiC と触媒の特定は、

SEM-EDX を利用して行う。 
 温度、雰囲気、触媒種類等が実験における可変因子

となる。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 代表的な結果を Fig.1 に示すように、SiC の生成が

確認できている。詳細なデータ蓄積が今後の課題とな

る。 

 
Fig.1 Analysis Result (SiC) 

 
 
 
 
 

 
４．その他・特記事項（Others） 
 研究成果としては、下記のようなガスタービン等の

耐熱材料が期待される。 
 「1700℃級ガスタービンにおける排ガス再循環低

NOx 燃焼システムの開発」三菱重工技報 Vol.50 No.1 
(2013) 
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